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２０２４年１１月２８日発行

高橋産業株式会社
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　　　　　１．組織の概要
　　　　　（１）事業所名及び代表者氏名

　　　　　　　　　高橋産業株式会社

　　　　　　　　　代表取締役　髙橋　強太

　　　　　（２）所在地

　　　　　　　　　本社：神奈川県平塚市中堂１３－１６

　　　　　　　　　大島倉庫：神奈川県平塚市大島９２１－１

　　　　　（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　　　　　　　環境管理責任者　髙橋　美和

　　　　　　　　　担当者　川嶋　愛実

　　　　　　　　　連絡先　電話　　０４６３－２３－３６９１

　　　　 　　　　 　　　　　 ＦＡＸ　　０４６３－２３－０４８７

　　　　　　　　　ｅ-mail　info@takahashisangyo-k.co.jp

　　　　　（４）事業活動の内容

　　　　　①ビルメンテナンス業務

　　　　　②建築・土木業務 建設業許可　神奈川県知事　許可（般-1）　第41331

産業廃棄物収集運搬業許可　許可番号　01403048177

　　　　　（５）事業の規模

　　　　　工事等の件数：１００件（２０２３年度）

　　　　　売上高：３２４百万円（２０２３年度）

本　　社 　大島倉庫

従業員数(人)

延床面積(ｍ2)

　　　　　２．対象範囲
　　　　　（１）認証・登録対象組織

　　　　　　　　　本社、大島倉庫

　　　　　（２）認証・登録対象活動

　　　　　ビルメンテナンス業務、建築・土木業務

21 ０

260 200
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　　　３．環境経営方針

環境経営方針

基本理念

　当社は、ビルメンテナンス、建築・土木業務を行っている上で、地球環境の保全が

人類共通の重要課題であることを認識して環境経営に取り組み、事業活動のあらゆる面で

環境保全に配慮した行動をすることにより、低炭素社会の実現と生物多様性の保全を

目指すとともに、次世代への継承に貢献します。

環境方針

１．環境経営システムを効果的に運用して環境保全の向上に努め、環境経営の継続的改善

を図ります。

２．環境関連法規、条例等を遵守し、環境汚染の未然防止に努めるとともに、次の活動

に取組み、環境負荷の低減に努めます。

　　（１）電力、車両用燃料等の省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減しま

す。

　　（２）分別を徹底し、廃棄物の削減と再資源化を推進します。

　　（３）適正使用による節水を推進し、総排水量を削減します。

　　（４）環境に配慮した施工を推進します。

　　（５）営繕の事前打合せを徹底して、安全に確実に工程管理を実行します。

　　（６）ビルメンテナンスは仕様書通り確実に実施します。

３．この環境方針を全従業員に周知するとともに、環境教育を実施して、環境保全意識

の向上に努めます。

２０１５年　７月　１日　制定

２０２３年　３月　１日　改訂

高橋産業株式会社

代表取締役　髙橋　強太
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　　　　　４．実施体制及び責任・権限表

作成　 2024年11月20日

1.効果的で必要十分な実施体制を構築する

2.環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する

3.エコアクション２１を運用し、維持するために経営資源を用意する

4.総括的な見直しを実施し、必要な指示を行う

5.社内情報の外部公開可否決定

6.経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

1.環境経営システムの確立、実施、維持、継続、継続的改善

2.社長への環境経営システムの実施状況報告

3.維持期間であるEA21EMSの事務局の責任者として事務局運営

4.それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画。実施する。

5.関連法規のとりまとめ表の維持管理、遵守徹底

6.環境関連文書及び記録の作成・整理

1.環境管理責任者の補佐

2.環境負荷事故チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

3.環境目標、環境活動計画書原案の作成

4.環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成

5.環境関連法規の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

6.環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

1.環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画の周知、従業員に対する教育訓練の実施

2.自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

3.特定された項目の手順書作成及び運用管理

4.自部門の緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、記録の作成

5.自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

1.環境方針を理解し、環境活動計画に従って活動する

EA21事務局

部門責任者

従業員

西山　善治 髙橋　強太

役割・責任・権限

代表者

環境管理責任者

ビルメンテナンス部門責任者 建築・土木部門責任者

実施体制及び責任・権限表
承認 作成

髙橋 川嶋

代表者

髙橋　強太

環境管理責任者

髙橋　美和

EA21事務局

川嶋　愛実
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　　５．2023年度の環境経営目標

目標値は基準値からの増減　　実績値はその年の目標値からの増減

①-1電力使用量削減

①-2電力使用量削減

kWh

L

kg

％

％

件

％

化学物質は使用していないため、目標に設定していない。

電力の排出係数（2023年度目標）：0.４６２kg-CO2/kWh　東京電力エナジーパートナー2017年

200V（エアコン）　　

100 100 100

127 127

４．節水
m3

３．コンクリ・アスファルトの
再資源化 100

127 127

158 144 142 140

６．環境にやさしい工法
の提案

--

60
５．事務用品のグリーン購
入
　　　　　購入率

60 60 60

７．ビルメンテナンスは
仕様書通り実施 100 100 100 100

10 10 10

２．事業系一般ごみの削
減

9%削減 10%削減 11%削減

23,819 14,291 14,055 10479

②ガソリン使用量の削減

9%削減 10%削減 11%削減

10,267 9342 9240

kg-CO2

100V（照明等） 3,086 2,448 2,421 2,746kg-CO2

9137

9%削減 10%削減 11%削減

5,822 5,298 5,240 5,181

3,867

kg-CO2 2,303 1,826 1,807 2,049

kWh 4,345 3,954 3,911

25,995

9%削減 10%削減 11%削減

１．ＣＯ２削減

 （①＋②）

9%削減 10%削減 11%削減

kg-CO2 29,208 26,579 26,278

単位 基準年 目標 目標 目標環境目標

2013年度 　2023年度 　2024年度 　2025年度

実績
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　　 　６．環境目標の実績、とその評価

・節電努力により引き続きCO₂の

　削減に務めた。

○：目標達成、×：目標未達

化学物質は使用していないため、目標に設定していない。

電力の排出係数（2023年度目標）：0.４６２kg-CO2/kWh　東京電力エナジーパートナー2017年

７．ビルメンテ派遣先での活動

〇

・市よりの指摘はなかった。

100% 100%

６．環境にやさしい工法の提案

〇

・工事の案件にて、環境に配慮し
た材料を使用した。

10件 11件

　

（購入率 ）

節水している。

５．事務用品のグリーン購入 10%増加

〇

・新しいエコマークに対応した。

４．節水 12％削減

〇

・生活用水の削減は限界にまで

100m3 88m3

60% 70.0％

３．コンクリ・アスファルト・木材の
再資源化

再資源化率 再資源化率

○

・100％を達成している。

100% 100% ・下請業者の管理を充分行った。

1３1kg 　外部からの持込規制をする。

・資料作成の必要性を良く考える。

(14,291kg-CO2) (11,694kg-CO2) ・効率的な運転に継続対応する。

２．事業系一般ごみの削減 9%削減 9％削減

○

・廃棄物をできるだけ発生させず、

144kg

②ガソリン使用量の削減 9%削減 46％削減

○

・エコドライブ等の意識と喚起の

9,342L 5,040L 　効果が現れたと思われる。

5,298kWh 5,834kWh   導入等の要因により未達成

(2,448kg-CO2) (2,695kg-CO2)   であった。

(1,826kg-CO2) (1,717kg-CO2) 　事とする。

①電力使用量削減 9%削減 10％増量

×

・残業の発生、電子機器追加

①電力使用量削減 9%削減 6％削減

○

・引き続き使用時間帯の制限

3,954kWh 3,718kWh 　及び適正な温度管理を行う

環境目標
実績とその評価（23年10月～24年9月）

環境目標
実績

（対目標）
達成

評価
区分

１．ＣＯ２削減 9%削減 61％削減
○26,579kg-CO2 16,107kg-CO2

 （①＋②）
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　７．　2023年度　環境活動計画及びその実績、評価

基準年度：２０１３年度 達成度　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実施

目標 評価

目標達成度 １０月１１月１２月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

１-① 電力使用量の削減 ・エアコン温度設定最適化 川嶋 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ エアコンの設定温度を

（事務所エアコン） 　（夏季28℃、冬季22℃） 徹底し、目標を達成
250 250 350 500 600 500 300 100 100 200 450 354 することができた

　　計画電力使用量 (kWh) 250 500 850 1,350 1,950 2,450 2,750 2,850 2,950 3,150 3,600 3,954

8ｋWh削減 　　同上累計 (kWh) 238 103 260 494 515 476 272 59 47 227 511 516
　　実績電力使用量 (kWh)10kw 238 341 601 1,095 1,610 2,086 2,358 2,417 2,464 2,691 3,202 3,718

〇 評価
１-① 電力使用量の削減 ・使用しない場所の消灯 川嶋 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ PCを複数導入、また

（事務所照明等） ・パソコン管理（電源Off）の適正化 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 残業等の発生により
未達成

　　計画電力使用量 (kWh) 400 400 400 500 500 550 550 450 450 400 350 348 引き続き施策の徹底を

　　同上累計 (kWh) 400 800 1,200 1,700 2,200 2,750 3,300 3,750 4,200 4,600 4,950 5,298 図る
　　実績電力使用量 (kWh)12kVA 437 427 532 589 555 567 577 405 424 390 456 475

437 864 1,396 1,985 2,540 3,107 3,684 4,089 4,513 4,903 5,359 5,834

× 評価
１-② 自動車燃料使用量 ・エコドライブの徹底 髙橋美 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 施策を徹底し、目標を

　の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 達成することができた
・運行ﾙｰﾄの見直し ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・車輌点検整備の徹底 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
　　計画燃料使用量 (L)
　　同上累計 (L) 900 900 900 1,000 1,000 1,000 800 700 600 500 500 542
　　実績燃料使用量 (L) 900 1,800 2,700 3,700 4,700 5,700 6,500 7,200 7,800 8,300 8,800 9,342

　　同上累計 (L) 435 371 471 395 488 491 384 412 330 550 326 387
435 806 1,277 1,672 2,160 2,651 3,035 3,447 3,777 4,327 4,653 5,040

〇 評価
2 事業系一般ごみ ・廃棄物分別の徹底 川嶋 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 裏紙の再利用を徹底

の削減 ・裏紙の使用 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ した
・作成資料の絞り込み ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

1ｋｇ削減 　　計画排出量（ｋｇ） 11 12 13 14 14 14 11 11 11 11 11 11
　　同上累計 (kg) 11 23 36 50 64 78 89 100 111 122 133 144
　　実績排出量（ｋｇ） 10 11 10 11 12 14 10 10 11 11 10 11
　　同上累計 (kg) 10 21 31 42 54 68 78 88 99 110 120 131

〇 評価
3 コンクリ・アスファルト・ ・購入量の完全使用 髙橋強 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ コンクリ･アスファルト

木材の再資源化　 ・作業段取りの工夫 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ の廃棄物は発生なし
・廃棄物の再資源化 □ □ ■ □ □ □ □ □ □ □ □ ■ 木材は再資源化

作業段取り工夫により
購入品の廃棄はなし

〇 評価
4 節水 ・節水の奨励 川嶋 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 最終的に節水による

目標を達成することが
　　計画水使用量 (m3) 8 8 8 9 9 9 9 8 8 8 8 8 できた
　　同上累計 (m3) 8 16 24 33 42 51 60 68 76 84 92 100
　　実績水使用量 (m3) 6 7 11 11 6 6 8 9 5 6 6 7
　　同上累計 (m3) 6 13 24 35 41 47 55 64 69 75 81 88

〇
5 事務用品のグリーン ・エコマーク用品の購入 川嶋 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ マークを確認して

購入 ・購入時の確認 注文している
　　グリーン購入率（％） 50 0 0 100 100 0 0 50 0 100 0 100
　　同上累計

〇 評価 ○ ○ ○
6 環境にやさしい工法 ・受注打合せ時に提案する ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 環境にやさしい資材

の提案 ・詳細な打ち合わせ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ の提案を行った

　　実績提案件数　 0 1 2 2 0 1 0 1 1 0 1 2
　　同上累計件数 0 1 3 5 5 6 6 7 8 8 9 11

〇
7 ﾋﾞﾙﾒﾝﾃ派遣先での ・朝礼等で作業内容の 西山 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

活動 　周知徹底を図る ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・教育計画に則って教育する

〇

○○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○

○ - - ○

○ ○ ○ ○

ＮＯ． 施　　　　策 責任者    ２０２4年   ２０２３年

○ ○ ○ ○

× × × ×
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８．　2024年度の環境活動計画

□：計画　　■：実施

目標    ２０２４年    ２０２５年 備考

目標達成度 １０月１１月１２月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
１-① 電力使用量の削減 ・エアコン温度設定最適化 川嶋 □ □ □ □ □ □ □ □

（事務所エアコン） 　（夏季28℃、冬季22℃）

１-① 電力使用量の削減 ・使用しない場所の消灯 川嶋 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
（事務所照明等） ・パソコン管理（電源Off）の適正化 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

１-② 自動車燃料使用量 ・エコドライブの徹底 髙橋美 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
　の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

・運行ﾙｰﾄの見直し □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
・車輌点検整備の徹底 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

2 事業系一般ごみ ・廃棄物分別の徹底 川嶋 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
の削減 ・裏紙の使用 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

・作成資料の絞り込み □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

3 コンクリ・アスファルト・ ・購入量の完全使用 髙橋強 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
木材の再資源化　 ・作業段取りの工夫 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

・廃棄物の再資源化 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

4 節水 ・節水の奨励 川嶋 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

5 事務用品のグリーン ・エコマーク用品の購入 川嶋 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
購入 ・購入時の確認 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

6 環境にやさしい工法 ・受注打合せ時に提案する 髙橋強 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
の提案 ・詳細な打ち合わせ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

7 ビルメンテナ派遣先 毎日の朝礼で周知 西山 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □
での活動 日報で確認する □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

教育計画に則って教育する □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

紙の使用が減少した

下請け建設業者、廃
棄物運搬業者との打
ち合わせを密にする

生活用水のみ

マークを確認して発
注

積極的に取り組むよう
に努める

燃料削減を意識する

ＮＯ． 施　　　　策 責任者

節電の習慣を引き続
いていきたい

節電の習慣を引き続
いていきたい
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　９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
　　適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

　　環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

　　ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

 １０．代表者による全体評価と見直しの結果
　　　（１）見直しの実施日 2024.11.15

　　　（２）全体評価及び見直し

　　　エコアクション２１を構築し、１０年を経て目標の達成状況、計画の実施状況及び法規等の遵守状況を見る

　　　限り、十分とは言えないものもあるが環境活動は概ね実施できた。

　　　従って①環境方針、②環境目標、③環境活動計画及び④環境経営システムは変更しない。

　　　電気使用量の削減において、不本意な結果に終わってしまったので、

　　　この点への取組を改善することが不可欠であると考えている。

　　　また大幅達成の項目（ガソリン使用量の削減）の目標値の検討の必要がある。　

　　　（２）個々の活動評価

　　　①二酸化炭素の排出では、電力使用量の削減において目標未達成であった。

　　　残業の発生や電子機器の追加導入による目標未達成のため、社内状況に適した目標を設定し

　　　削減の努力を続ける。

　　　エアコンに使用する電力はわずかだが目標を達成したため、引き続き電力の削減に取り組む。

　　　②事業系一般ごみの排出量は多くはないが、引き続いて削減の努力を続ける。

　　　③工事現場でのアスファルト・コンクリート混合廃棄物が発生した場合は、リサイクル１００％の

　維持に努める。

　　　④水の使用は、トイレや手洗いに限定された生活用水であるが、使用量が不注意で増えない

　　　ように節水意識の維持に努める。

　　　⑤グリーン購入については、当面、事務用品中心にグリーン製品の購入率を増やす。

　　　⑥「環境にやさしい工法の提案」をビルの営繕工事等において、積極的に行うことは、当社の

　　　　　業務の中で最重要な業務の一つであると認識して、今後も顧客との打合せの際に

　　　自然な形で話題にできるように努める。

フロン排出抑制法 第一種特定製品の適正管理

建設リサイクル法 対象建設工事受注者、特定建設資材廃棄物の再資源化

家電リサイクル法 特定家庭用機器排出時の適正な処理

自動車リサイクル法 使用済み自動車廃車時の適正な処理

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（建設廃棄物、廃プラ等）

建設業法 建設業の許可・更新、標識の掲示
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  １１．実施した取り組み内容

照明器具をLED器具に取替

節水喚起の貼り紙を設置

無災害表彰を受賞
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